
総合教育会議を開催 

4月24日（金曜日） 15時30分から 市役所にて 

総合教育会議とは 

大野城市、嘉麻市に次いで県内3番目 

１ 

多くの方々に評価されるような教育を
実施することで、「ブランド糸島」の  
確立につなげる 

○「地方教育行政の組織及び運営に関する法律」の改正に伴い新設 
○市長が主宰・招集し、市長と教育委員会で構成、原則公開 
○執行機関同士が対等な立場で教育について協議・調整 
  ①教育行政の大綱（教育大綱）の策定 
  ②教育の条件整備など重点的に講ずべき施策 
  ③児童・生徒の生命・身体の保護等緊急の場合に講ずべき措置 

今回のメインは、市長が策定する「教育大綱」 

市長として教育施策への思いを盛り込んだ 

 教育がブランドとなる都市「いとしま」の創造 基本目標 

糸島の地域資源・強み 

九州大学、優れた交通利便性、豊かな自然、美しい
景観、悠久の歴史・文化、新鮮で豊富な農林水産物、
盛んな自治会活動、多くの芸術家など 

生かす 



福岡県市長会総会を糸島市で開催 

5月11日（月曜日）13時から 

福岡県市長会とは 

○福岡県内28市で構成 
 ➢会 長：久留米市長 楢原利則 氏 
 ➢事務局：久留米市 
○春・秋年2回の総会を各市持ち回りで開催 
○総会は、国や県への要望事項の協議、市長どうしの交流や
情報交換を行う場 

美しいグリーンとプレーヤーを横目に、会議室でしっかり議論 

２ 

14年に一度 県内28市の市長が糸島に 

会場は、芥屋ゴルフ倶楽部 

糸島らしさを感じる
会場探し 

課題 海 認知度 芥屋ゴルフ倶楽部 

◎九州大学新キャンパス計画推進室教授の坂井猛さんによる講演会 
◎福岡県の小川洋知事との懇談会 

同時 
開催 



糸島市の人口減少は抑制傾向 

総合的な定住促進策の効果  8人減少（3月末比較・外国人含む） 

３ 将来にわたって人口10万人を維持するためにも子育て世代の定住を目指す 

◎平成27年3月末の住基人口は、9万9,877人。前月末から301人減少。 
 ➢前年度（平成26年2月末と3月末との比較：376人減）と比較すると減少幅は抑制。 
◎平成26年度1年間を通じた社会増減（転入-転出）は、191人の増 

減少 
抑制 
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